
 

１ 関係者研修会概要 

方   法：講義または Zoom、後日動画配信 

講 義：令和６年１０月３１日 午後２時から午後３時３０分まで 

動画配信：令和６年１１月１１日から令和６年１２月３１日まで 

対   象：市内公私立保育所・幼稚園・認定こども園・小学校職員・特別支援学校等 

講 師：池内 眞弓先生（東海大学健康学部 健康マネジメント学科） 

テ ー マ：こどもの生活習慣病予防 ～望ましい食習慣・生活習慣は～ 資料６―２  

 

２ 講義 

・参加者は３１名。参加者の所属は市内公私立保育所・幼稚園、健康課職員、市内幼稚園保護者代表者。 

・講義を選んだ理由について（複数回答可） 

２９件の回答 

直接講師に質問できる ８ 

講師との交流を深めたい ５ 

動画配信を普段使用していない ４ 

参加者との交流を深めたい ２ 

その他 10 

 

 

 

 

 

 

３ Zoom・後日動画 

・申込者数は２０名。参加者の所属は市内公私立保育所・幼稚園・認定こども園・児童発達支援センター・小学校職員・

委員専門職者等。 

・動画配信を選んだ理由について（複数回答可）  ７件の回答 

自分のタイミングで視聴できる ５ 

複数回視聴できる ２ 

その他 ３ 

 

 

 

 

 

 

関係者研修会について 
資料６―１ 



４ アンケート 

（１） 研修会の内容は参考になりましたか？ 

３５件の回答 

参考になった ３２ 

ままあまあ参考になった ３ 

参考にならなかった ０ 

 

≪理由（自由記載）≫ 

・近年のデータや課題を理解でき、どのような支援が必要か学べたため。 

・いろいろな家庭の状況があるため保護者の集まる機会に情報共有の場を 

設けていくということが参考になりました。 

・朝食の重要性に関するデータが色々得られた。（２件） 

・現在の大人・子どもの生活習慣の問題点から、予防の必要性までとても分かりやすかったです。 

・内容は既知のものだが情報が変化することもありうるため。現在の正確な情報を得たかったから。 

・小児の骨密度について初めて知りました。確かに骨折しやすい子どもがいるとも感じました。 

・生活習慣病予防のための食事の必要性について理解を深めることができた。 

・講義のグラフが少し見にくいところがあった。 

・これから子どもの食事を作り始める方々（産後４か月以内）に接するので伝えていく情報をより深めることができたか

ら。 

・幼少期以降の食環境を作っていく継続していく大切さを改めて感じることができたから。この時期せっかくつくった食環

境を少し大きくなってからおろそかにしてしまうと崩れてしまう。 

・エビデンスに沿ったお話で分かりやすかったです。 

・大学生の心筋梗塞などの発生もあり、より子どもの時からの啓発、親への知識の普及の大切さを教えられた 

・つい先日、主人が人間ドックを受け BMIは低いのに中性脂肪の数値が高く疑問に思っていたことが解決しました。 

・些細な声掛けで自分も子どもも意識を高めていきたい。 

・最近の子どもに関する健康問題をわかりやすく説明してくださり、参考になりました。 

・知識として入っていた部分もあったが再認識できた。 

・専門外の知識が得られたので、有益だった。 

 

 

（２） 今後の子どもの生活習慣病予防のための研修会でどのような内容を希望されますか。 

 

・実際に保護者へのアプローチ方法の事例研修（２） 

・偏食外来の症例からの学び、親子の”困り”にどうアプローチするか。 

・健康意識が低い親への動機づけ、関わり方について（２） 

・口腔内の過敏症がある場合、経口摂取をどう進めていけば良いのか。 

・実体験や実際の活動について知りたい。 

・幼少期のスマホ管理について、スマホ依存について 

・食事、生活習慣リズムの影響による血糖値上昇と発達障害、キレやすさについて 

 

 



 

（３） 次回の研修会に参加する場合、どのような方法を希望されますか。 

３５件の回答 

講義 １９ 

講義または動画配信のいずれか選択制 ９ 

Zoom ４ 

動画視聴 ３ 

資料配布 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

（４）自由記載 

ご意見・ご感想（任意） 

・自分とは違う職種の意見として参考になりました。 

・大人の生活習慣病の予防のためには幼児期からの対策が大切と思いました。思春期になると体型も決まり生活リズム

を改善していく事も難しくなってしまうので日々健診でお会いするお子さんたちにアプローチしていく大切さを実感しま

した。ありがとうございました。 

・本日は実になる講義をありがとうございました。日々の健診や相談の事業に携わっていると子育て世代の親御さんの

健康観は正しい方向で持っていらしても仕事に家事に追われ１日のタイムスケジュールをこなすのに精一杯で、実践

する余力がない、できるわけがない、そんなことを指摘されたくないという心の叫びを感じることがあります。「今は難

しい」という鎧が和らぐことを願いつつ、「これならできそう」というボールを投げておく等、より届きやすい選択肢を支

援者として確保・増やしていきたいと気持ちを新たにしました。ありがとうございました。 

・食育の大切さを改めて学べてよかったです。ありがとうございました。 

・野菜の不健康には驚きました。必要分摂取するためには以前より多く摂取する必要があること、今後どういう摂取して

いく必要があるか、私自身学ぶ必要があるなと考えるきっかけとなりました。ありがとうございました。 

・今の日本が抱えている問題から、どのようなアプローチが重要かよくわかりました。ありがとうございました。 

・とても興味深い内容でした。学ぶことに消極的なママにどうしたら伝わるのか..ともどかしい思いです。 

・子どもをとりまく環境の大切さを改めて考える機会となりました。日々忙しく育児されている親御さんに少しでも意識し

てもらえるように声掛けしていけたらと思います。 

・知らない情報が得られました。 

・子どもという対象範囲の広い定義でしたので、もう少し対象をしぼった研修会の開催があったら良いなと思いました。 

子育て中の乳幼児～小学生の対象のものがあると良いなと思います。 

・家庭（保護者）がどのくらい子どもの食生活・睡眠時間・運動に関心を持つかが重要であると思いました。意識を高め

るのは難しいです。 

 

 

 

 



 

５ 今後の課題 

・インターネット環境に課題があった 

（内容） 

開催場所の平塚市保健センターの PCからのインターネット環境では講師の Zoom をつなぐことができず、Wi-Fi ルー

ターを用意し講師の PC環境で行うこととなった。今後も Zoom を併用する場合、市のアカウントでWebex を利用する

か、Zoom とアーカイブ(後日動画)配信のみなら、講師の所属先（大学など）から配信する方法も検討できる。当市デジ

タル推進課によると、保健センターのインターネット環境より市役所本庁のほうが安定しているため、Webex にしても本

庁での利用を勧められた。 

 

６ 評価 

・今年度は講義と Zoom、動画配信の選択制で研修会を実施し、関係者それぞれに合った方法で参加者へ伝えることが

できた。 

・講義参加者は「直接講師に質問できる」ニーズが高く、実際に講師へ質問をする参加者がいた。参加者にとって有意

義な研修会になったと考えられる。 

・動画配信参加者は「時間や場所を問わず参加できる」ニーズが高く、２０名と多くの申込者あり。うち５名はZoom参加。

所属も保育所や幼稚園、小学校職員、助産師などの申し込みもあり幅広く参加していただいた。参加者が参加しやす

い研修会であったと考えられる。 

・研修会について「参考になった」の回答が過半数以上であった。 

・次回も講義と動画配信の選択制での研修会を検討したい。小学校・幼稚園・保育所等それぞれ行事があり時期も異な

るため講義のみの開催では、参加したい関係者皆が受講することが困難と考えられる。内容についてもアンケート及

び児童の状況からニーズの高い内容を考えたい。 






















